
災害概要
　原因：キックバック チェーンソー　　発生月：６月　　ＦＷ研修：３年目
　年齢：37歳　　受傷部位：左足親指　　傷病名：切傷　　作業内容：歩道作設

発生状況
　歩道新設、修理の作業中。階段に使用するための直径８㎝程の広葉樹を伐採し、
長さ80㎝に玉切りする際、ガイドバーの先端部が幹に当たりキックバックして刃
が左足親指に当たり切傷を負った（防護ズボンは着用、防護ブーツ非着用）。

歩道作設

事例 No.23
キックバック
チェーンソー

直径８㎝の広葉樹を玉切り中、ガ
イドバー先端部が当たり、キック
バックして左足親指を切傷を負う

防護ズボン着用

（防護ブーツは非着用）

ガイドバー先端部が幹に接触しキックバック発生！
 左足親指に切創を負った

地面に横たわる小径木の玉切りは、
バー先を使用するためキックバック
が発生しやすい



災害事例

原因
　ガイドバーの先端部が雑木の幹に当たりキックバックした。

再発防止対策
●  防護ブーツの着用。
●  地面に横たわる細木の切断作業では、チェーンソーの先端で切断することが多く
キックバックの発生を想定して防護姿勢で作業する。

チェーンソー作業時の服装と保護具
（「改訂版 フォレストワーカー研修テキストVol.1」参照）

地面に近い位置での小径木の玉切りはキックバックを起こしやすい

残材（枕木）や地形を利用して地面との距離を確保したうえで
玉切りを行う（ソーチェーンの刃こぼれも防げる）

ガイドバーの下（腹）側を
使えばより安全

キックバックを起こしやすい場所

玉切り材



災害概要
　原因：キックバック チェーンソー　　発生月：8月　　ＦＷ研修：1年目
　年齢：57歳　　受傷部位：まぶた、鼻　　傷病名：切創
　作業内容：間伐、造材

発生状況
　傾斜15度、林齢45年スギ人工林の間伐。胸高直径26㎝の伐倒木を木寄せした後、
根曲部分の造材作業（切り落とし）を実施。片ひざをついて根曲がり部分を切り落と
した際にキックバックが発生した。
　チェーンソーが研修生のヘルメットに接触し、弾みでメガネが破損し、破損した
レンズでまぶたに切創を負った。同時に鼻をチェーンソーの刃で負傷（防護ズボン・
安全靴着用）。作業位置はやや傾斜の下側。

間伐、造材

事例 No.24
キックバック
チェーンソー

造材作業中にキックバックが発生
し、メガネが破損し、そのレンズで
まぶたを切った。鼻も負傷した

傾斜 15°

重なっていた別の木に接触し
キックバック発生！

フェイスガードなし

防護ズボン・ブーツ着用



災害事例

原因
　造材直後に丸太に刃先が接触し、キックバックが発生した。
　研修生は造材木に近づき過ぎたもよう。

再発防止対策
●  キックバックの発生を予測した距離を確保する。
●  フェイスガードの着用の徹底。
●  チェーンソーのハンドルは親指を回して握る。

玉切る前にまず状況確認

ガイドバー左側面が
見えるように保持す
ると安全です

キックバックが起こってもチェーンソーが当たらない
ようなポジショニングで作業します。右目でガイド
バー左側面が見える状態を取ることが重要です。万
が一、キックバックしたときでも顔に当たりません
（参考：石垣正喜「写真図解でわかる チェーンソーの使
い方」全国林業改良普及協会）

チェーンソー操作の基本姿勢
（横置きした丸太を切る）

見えないところは
手探りで

材が重なり合っている時、バー先に接触しそうなもの
がある時、バー先に当たりキックバックを発生させる
危険があるので作業前に確認しましょう（木寄せした
材にはホコリや土が付着しているためソーチェーンの刃
こぼれ防止にもなります）



災害概要
　原因：キックバック チェーンソー　　発生月：８月　　ＦＷ研修：２年目
　年齢：24歳　　受傷部位：左足ひざ下部　　傷病名：切創
　作業内容：間伐、玉切り

発生状況
　傾斜20度、林齢50年ヒノキ人工林の間伐。作業に支障となる伐倒木（径級15㎝程度）
の玉切りを実施中。チェーンソーの刃先が重なっていた他の木に当たりキックバッ
クが発生した。
　チェーンソーが研修生の左ひざに当たり切創（防護ブーツ・防護衣は着装）。

間伐、玉切り

事例 No.25
キックバック
チェーンソー

玉切り中、チェーンソーの刃先が
重なっていた他の木に当たりキッ
クバックし、左ひざに当たり切創

傾斜 20°

重なり合った別の木にバー先が
接触しキックバックが発生！

左足ひざを切創

防護ズボン着用

防護ブーツ着用

バー先が当たりやすい小径木の伐倒・玉切り
作業では、キックバックが発生しやすい



災害事例

原因
　重なり合った木にチェーンソーの刃先が触れてキックバックが発生した。

再発防止対策
●  15㎝程度の小径木でもキックバックは発生する。発生する仕組みを理解する。
●  作業姿勢を常に注意して行う。

キックバックの防止のため、ガイドバーの根元を使う

キックバックが
起こりやすい場所

ソーチェーンが回転中にガイドバー先端上部に物が当たると、
ガイドバーが勢いよく押し上げられチェーンソーが跳ね上がり
ます。この現象をキックバックと言います。これを防ぐ方法は
ガイドバー先端上部で切らないようにすること、障害物を当て
ないようにすることです
（「改訂版 フォレストワーカー研修テキストVol.1」参照）

排気ガス

防護層の素材を傷める原因

防護衣があっても油断せず常に
回転刃の位置を意識した体勢を！

油（チェーンオイル）

汚れ

汗

防護服が汚れていると保護機能が低下す
るので、汚れたら洗濯しましょう。洗濯
や補修はメーカーの指示どおりに行い、
耐用年数を過ぎた物は早めに交換するこ
とが大切です。表地が破れて中の保護
材が飛び出した場合は使用をやめます

防護服の洗濯



災害概要
　原因：キックバック チェーンソー　　発生月：９月　　ＦＷ研修：２年目
　年齢：41歳　　受傷部位：右足ふくらはぎ・胸　　傷病名：切創
　作業内容：枯れマツ除去

発生状況
　枯れマツを伐倒・除去作業中にキックバックが発生した。
　チェーンソーの刃先が右足ふくらはぎに当たり切創。また、反動で回転刃となっ
ていたがチェーン刃が胸に当たり切創を負った。
　防護ズボンは着装していたが、保護のない個所に刃が当たった。

枯れマツ除去

事例 No.26
キックバック
チェーンソー

枯損木の追い口切りの作業中に
キックバックが発生し、右足ふく
らはぎと胸に切創を負った

マツ（枯損木）
樹高 15m
胸高直径 28㎝

傾斜緩やか

防護ズボン着用

枯損木の追い口切りの
作業中、バー（刃）先が
硬い部分に接触し
キックバック発生！

右足ふくらはぎ内側に接触、
さらに反動で跳ね上がり胸に接触した

柔らかい部分（腐れ・空洞）

硬い部分

切創

切創
（保護材の
ない内側）



災害事例

原因
　追い口切り中のキックバックの発生。

再発防止対策
●  枯木は材部に硬い部分、柔らかい部分が混在しており、慎重な作業を行う。
●  硬い部分に刃先が触れた場合、キックバックを起こすことはよくあり、特に注意
する。

● チェーンソー防護ズボンのタイプ ●
　防護範囲（防護素材の織り込ま
れている範囲）にはいくつかの決
まりがあり、一般的には「タイプ
Ａ」と区分さているものがほとん
どです。脚部前面に加えて、両足
の左側（左足の外側、右足の内側）
は、多少後ろ側にも防護素材が織
り込まれています。防護素材が左
足内側にも入っている「タイプ
Ｂ」、両足後ろ部にも入っている
「タイプＣ」も存在します。

伐倒作業では視覚、聴覚、触覚をフル活用

前 後ろ

タイプＡ

いつもと違う…原因は何か？

いつもより…

エンジン音が…。
負荷がかからず高い

切り粉が…。
細かい・少ない

切断スピードが…。
速い・軽い

いつもと違うところはないか感覚を
研ぎ澄ませて作業しましょう



災害概要
　原因：キックバック チェーンソー　　発生月：８月　　ＦＷ研修：２年目
　年齢：19歳　　受傷部位：左足親指　　傷病名：切創
　作業内容：竹の伐採

発生状況
　竹林の伐採作業中にキックバックが発生した。
　竹が重なっており、上部の竹を処理。上面を切断し下部からチェーンソーで切り
離そうとしたところ、下にあった竹に刃先が触れキックバックが発生した。
　刃先が左足親指部に当たり切創を負った。防護ブーツは未着装。

竹の伐採

事例 No.27
キックバック
チェーンソー

伐り倒して重なり合った竹を切断
中に刃先が触れキックバックが発
生し、左足親指を切創

玉切り中の上の竹上部から３分の１程度切り、
下部から切ろうとバーを移動させたところ、
重なっていた下の竹に接触してキックバック発生！

下の処理済みの竹

地面

平 坦 地

（防護ブーツは未着用）

跳ね上がり

抑え込み

キックバックを起こし上向きに跳ね上がったチェーンソーを
抑え込もうとしたところ、バー先が左足親指付近に接触した



災害事例

原因
　竹林で竹に刃先が触れてのキックバックが発生。

再発防止対策
●  地面に横たわった細い木、竹の切断作業では刃先が当たることが多く、キックバ
ックが発生しやすい。

●  発生を予測した姿勢を確保する。
●  防護ブーツの着装の徹底。
●  竹を切断する場合は竹用の機種を使用する。

キックバックを防ぐための留意点
⑴  ガイドバーの先端が物に触れないようにする
⑵  ガイドバーの先端上部４分の１は使用しない
⑶  伐倒木の周囲から、かん木枝、石などを取り
除いておく

⑷  両手でチェーンソーをしっかりと持つ（左手
の親指を前ハンドルの下に回して握る）

⑸  可能な限りローキックバック（キックバック
の少ない）ソーチェーンを使う

⑹  チェーンブレーキやハンドガードの安全装置
がついたチェーンソーを使う

⑺  きちんと目立てをし、常にチェーンソーの切れ味を良くしておく
⑻  切り始め、または切り終わりには、チェーンソーの回転速度を早いままにする

（参考：「「なぜ？」が学べる実践ガイド 納得して上達！伐木造材術」全国林業改良普及協会）

ポイント注 意

キックバック
発生位置




